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＜連絡事項＞
特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・上野　正志様～ＮＧチューブ定期交換の為、馬渡Drより交換指示頂いている。
・見付　幸一様～ＮＧチューブ、尿道留置カテーテル定期交換の為、馬渡Drより交換指示頂いている。
・中村　みね子様～主治医馬渡Drより経管栄養を開始できるよう指示あり。後見人様へ本
日架電しているが繋がらず。折り返し連絡あり。経管栄養の希望聞か
れている。経管栄養開始の指示となる。
＜移動＞
・野田　敏治様～療養環境変更目的にて東病棟Bユニット3号室から西病棟Bユニット28
号室へと移動となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放時、書き物の強要行為や迷惑行為あり介入要す。入室後は穏やかに自室で過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。幻聴や妄想、他者トラブルなく、対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～時間隔離中。ホールや自室で過ごす。不穏さや興奮みられず、対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・袴田　将志様～妄想様の発言なく対面時穏やか。隠れての飲水あり介入要す。説明には了解悪い。
・澁谷　兼一様～ホール内徘徊、他室侵入あり介入している。介入時、易怒性みられず穏やか。
・木村　美智子様～ホールにて過ごされている。危険行為なし。受傷部位の悪化や疼痛の訴えなし。
・川嶋　啓子様～ホールにて過ごされている。帰宅要求や不穏さなく対面時穏やか。
・尾崎　栄子様～体温38.0℃まで上昇見られ、脈拍100回/分以上。その他バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下なし。大声での独語あり。スタッフ介入時は
・小向　清志様～バイタルサイン異常なし。声掛けにも穏やかに返答され問題行動無し。創部の感染徴候、浸出液なし。
＜要注目患者情報＞
・河原木　泰志様～手指の振戦強く、10/30～の定期よりレボトミン75mg/日→15mg/日へと
　　　　　　　　　減薬となる。

・藤井　崇史様～日中の眠気強く、寝てばかりとの訴えあり。リスペリドン（2）、
ビピリデン（1）は6T→3T/日へと減薬となる。
・助川　節子様～エンシュア7日分継続処方となる。
・中居　松男様～エンシュア7日分継続処方となる。

＜入院患者情報＞
日　　時：令和1年10月25日　11：38

氏　　名：飯田　美音（いいだ　みね）様

生年月日：昭和14年11月19日　79歳　

病　　名：アルツハイマー型認知症、食道癌CRT後、大腸ポリープ

性　　別：女性

主治医　：深澤Dr.

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟合併症室

(経過）

　現在、労災病院入院中。以前は孫と2人暮らしであった。R1年頃より、　物盗られ妄想の悪化や認知機能の低下が認められ、かかりつけ医から処方されているドネペジルも服用できていない状態であった。認知症症状改善のため、入院治療を希望していたが、以前受

診していた湊病院から入院を断られ、同年7月8日にはみちのく記念病院へ入院。同年9月4日頃から食思不振や発熱を認め、同院より癌性胸膜炎の疑いがあるとの診断にて同月7日に労災病院へ身体の治療のため転院。同院の診察では、心不全や、低栄養と補液による胸水との診断であり、治療を行い栄養状態が改善したことによって状態が安定。同年10月初旬、大腸ポリープから微量の出血が認められていたため大腸ポリペクトミーを施行。術後の経過良好で出血もなく、同月15日には点滴も外れている。
　精神症状としては、点滴抜去防止のためミトンを着用しており、独語が多く、時折無目的に大声で叫ぶことや、食事中もうとうとしていることがあり介助を要す状態。精神面の治療が必要な状態と考えられるものの、家族はみちのく記念病院には不信感を抱いており、

出来れば再入院はしたくないという希望があり、当院へ入院治療の相談があり、R1.10.25外来受診後、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
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